
 

 

 

 

 

 

「 端末活用」 から 「 不易流行」 を考える 

岡山市教育委員会事務局    

教育次長  島田 和男    

 

早いもので新型コロナウイルス感染症が 5 類に移行さ れて 1 年が経過し まし た。 当時を思い出すと、

く らし ではマスク着用、 手指消毒、 黙食などが当たり 前と なり 、 仕事やイベント 等では、 密を避けるた

めのオンライン活用など、 世の中が大きく 変化（ 進化） し まし た。 そう し た状況の中、 学校では感染防

止に努めながら、 いかにし て「 学び」 を止めないかと いう 視点で、 行事の在り 方や教育活動の工夫・ 見

直しを教職員一丸となって議論し、 実践し ていきまし た。 みなさ んもきっと 同じ だったと 思います。  

中でも、子どもたちの学びに関する大きな変革が、GI GAスクール構想による１ 人１ 台端末の普及です。

私は、端末を活用し た授業や活動を見聞きするたびに、当初は新し いものへの期待と 不安が入り 交じ り 、

何となく 大きな授業変革をもたらす端末活用と 開国につながる出来事である幕末の黒船来航のイメ ージ

が重なったものでした。 そし て、 以前にも増し て「 不易流行」 を考えるよう になり ました。  

「 不易流行」 の元となっているのは、 松尾芭蕉が書いた「 不易を知らざれば基立ちがたく 、 流行を知

らざれば風新たならず」 と いう 言葉から生まれたと さ れています。解釈には諸説あるそう ですが、「 不易

（ いつまでも変わらないこと ） を知らなければ基礎は成り 立たず、 流行（ 時代々々に応じ て変化するこ

と ）を知らなければ新し いやり 方はできない」と いう 理念を表し ていると のこと です。「 不易流行」と は、

不易が重要であり 流行に流さ れてはいけないと 思いがちですが、 共に等し く 大切であり 、 不変のこと に

加えて、時代に合った変化を取り 入れて新し く し ていく こと が重要なんだ、と 私なり に理解し ています。  

では、授業づく り において不易や流行と は何なのでし ょ う か。「 端末活用」 は流行にあたり 、不易の部

分は「 探求・ 関り つながり ・ 主体性を大切にする」 などが考えられます。 つまり 、 今までの不易の部分

を大切にし ながら、 端末のよさ を活かした授業づく り は、 まさ に「 不易流行」 そのものであり 、 標準的

な学びのスタ イルになっていく こと でし ょ う 。 子どもたちには、 端末操作に慣れ、 道具と し て使いこな

せるスキルを身に付けながら、そのよさ を感じ、情報活用能力等を向上さ せること が求められています。

そこで、 事務局では昨年度に岡山市学校教育情報化推進方針を策定し 、 今年度より 共通のデジタ ルＡ Ｉ

ド リ ルと 授業支援ソフト を一斉導入するなど、 活用促進に努めていると ころです。  

多く の先生方が工夫を凝らし て取組を進めてく ださ っているものの、 残念ながら本市の端末活用率は

依然と し て低く 、 喫緊の課題です。 社会が大きく 変化し ている中で、 子どもたちは遠い未来でなく 近い

将来に、 全国の、 いや世界の中で選択と挑戦を繰り 返し ながら切磋琢磨し て生き抜いていかなければな

り ません。 そう し た背景を考えると 、 子どもたちに全国と 同様の力を身に付けるべく 、 端末を含むＩ Ｃ

Ｔ 機器のよさ を取り 入れた「 子どもが夢中になる授業づく り 」 へのチャレンジは待ったなし です。  

昔も今も目の前の子どもの声に耳を傾け、 寄り 添いながら地道に粘り 強く 向き合っていく 姿勢は、 人

づく り の根っこの部分であり 、 教育に携わる者にと ってのコアな不易です。 今後も、 根っこの部分を疎

かにせず、 変化を恐れること なく 「 不易流行」 へのバージョ ンアッ プを図ってまいり ましょ う 。  
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